
研究期間：令和4・5年度

昨年からの２年計画の２年次



［研究主題］

「社会の中で 自分らしく 豊かに
生きていく力を育てる 授業実践」

～指導と評価の一体化及び授業の充実を図る～



［学習指導と学習評価］

🔵学校の教育活動の根幹である。

🔵教育活動の質の向上を図る「カリ
キュラム・マネジメント」の中核
的な役割を担う。



［学習評価］

🔵「主体的・対話的で深い学び」の
視点からの授業改善を通して、各
教科等における資質・能力を確実
に育成する上で重要である。



［指導と評価の一体化］
✔現行・学習指導要領 総則



［昨年度の校内研究について］



🔵学習指導要領や文献を基に「目標設定」「指導と評価の
一体化」「学習評価」に関する基礎研究を行った。

🔵基礎研究を基に国語、算数・数学、ことばかずの授業づ
くりと授業実践を行った。

🔵『特別支援学校（知的障害）小学部・中学部ラーニング・
マップ』を使い、客観的に国語、算数・数学の実態把握を
行った。

🔵『特別支援学校学習指導要領 目標‐指導‐評価を一体化
する「国語」「算数・数学」の学習評価』を基に「授業実
践シート」を作成し、一人一授業実践を行った。



［今年度の校内研究について］



目標（評価規準）、評価基準（◎○△）と修正する方向

＊授業計画と個別の指導計画の運用上の課題点（困り感）を解決するため。



集団（学習グループ）の実態によって、２段階の目標設定が必要



目標（評価規準）、評価基準（◎○△）と修正する方向

＊授業計画と個別の指導計画の運用上の課題点（困り感）を解決するため。



🔵小学部は音楽及び自立活動、中学部は作業学習及び自立活
動、高等部は総合的な探究の時間及び自立活動を対象授業
とする。

🔵年間授業計画と個別の指導計画のつながりを意識し、単元
設定と授業構成の工夫を図りながら、児童生徒の学びの充
実を目指す。

🔵知的障害及び知的障害を合わせ有する肢体不自由の児童生
徒の教科指導の在り方について、教科等に関連する基礎的
な研究及び授業実践研究を通して考察する。

※インクルージョンの視点



「授業実践シート」の作成 「ふじざくらの実践」

🔵ふじざくらの実践サイクル

・年間授業計画

・個別の指導計画

・通信表

・指導要録



教科等に関する
基礎研究

授業づくり研究 授業実践研究

［校内研究の３つの軸］

６月
１学期 ２・３学期



教科横断的な視点に立った
授業計画・指導計画

主体的・対話的で深い学び
を目指した授業実践

観点別学習状況の評価

客観的な授業評価

授業改善

個 別 最 適 な 学 び

評 価 規 準

協 働 的 な 学 び



［研究計画について］

※本計画には、研修計画も含む。

🔵全体研究会【全３回】

🔵学部研究会【全９回】
＊グループ研究は、必要に
応じて増える場合もある。

＊個人ワークのみの研究日
は原則設定しない。

🔵学部研究会の計画は、次週
の学部研究①で説明する。



［全体研究会について］

第１回 本日

第２回
８月２１日（月）１４：００～１６：００
①講演（講師：特総研・横尾 俊総括研究員）
②中学部事例発表及び指導助言

第３回
２月２０日（火）１５：５０～１７：００
①小学部・高等部事例発表
②研究のまとめ
③指導助言（菊池 恵指導主事）



［研究方法について］
🔵教科等に関する文献研究

🔵授業づくり研究

🔵授業実践研究

🔵６月、１月に共通指標での
客観的な実態把握を行う。

[共通指標]
●全学部共通『ラーニング・マップ』を使用する。

※高等部Ⅰコース：高等部１、２段階の場合、『学習指導
要領』の目標一覧を活用する。

※重度重複障害の場合：『学習到達度チェックシート』の
活用も検討する。



・実態把握
・目標設定

・教科の系統性の
確認と理解

・目標設定の妥当性
・学習評価の妥当性

・個別の指導計画
への活用

［ラーニング・マップの活用］

６月 １月



［研究組織］

全体研究

低学年＋Aグループ

中学年グループ

高学年グループ

農園班グループ

手工芸班グループ

リサイクル班グループ

１年＋Aグループ

２年グループ

３年グループ

音
楽

作
業

探
究


